
国立大学法人宮崎大学教育研究評議会（平成２６年度第３回）議事要旨

日 時 平成２６年５月２２日（木）１３：００～１４：５４

場 所 事務局大会議室

出 席 者 菅沼学長、原田理事、岩本理事、吉原理事、増田理事、松下副学長、

横田副学長、堀井副学長、伊丹副学長、伊達副学長

教育文化学部：添田教育文化学部長、新地教育学研究科長、石川教授

医学部：丸山医学部長、浅田教授

工学教育研究部：今井工学教育研究部長、古谷教授

農学部：村上農学部長、國武教授

水光農学工学総合研究科長、酒井基礎教育部長、

林ﾌﾛﾝﾃｨｱ科学実験総合ｾﾝﾀｰ長、三澤産業動物防疫ﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ長

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 日野理事、土持監事、肥田木監事

議事に先立ち、新たに教育研究評議会の構成員となった吉原病院担当理事、伊達男女

共同参画担当副学長、丸山医学部長及びオブザーバーの日野理事から挨拶があった。

１．前々回議事要旨の確認

【資料１】により、平成２６年度第１回教育研究評議会の議事要旨の確認があり、原

案どおり承認された。

２．議題

（１）宮崎大学名誉教授称号授与について

教育文化学部長、医学部長、工学教育研究部長、農学部長から、【資料２】によ

り、平成２６年度宮崎大学名誉教授被推薦者の推薦理由等について説明があり、審

議の結果、安東末廣氏他１４名の被推薦者全員に宮崎大学名誉教授の称号を授与す

ることが承認された。

（２）教員公募計画について

教育文化学部長から、【資料３】により、教員公募計画について説明があり、審

議の結果、公募職種の准教授を削除し教授のみとすることとなった。



３．報告事項

（１）国立大学法人の機能強化等に関する意見交換について

学長から、【資料４】により、５月２０日に行われた国立大学法人の機能強化等

に関する意見交換の概要について報告があった。また、文部科学省からの連絡事項

として、非常勤監事の給与計算方法や役割等を含めた監事の在り方の検討及び消費

税率の引き上げに伴う消費税の適正な転嫁についての注意喚起があった。

（２）学校教育法及び国立大学法人法の一部改正について

学長から、【資料５】により、学長のリーダーシップの確立等ガバナンス改革を

促進するための学校教育法及び国立大学法人法の一部改正について報告があった。

また、企画総務部長から、詳細について説明があり、本改正は４月２５日に閣議

決定されており、法案成立後に学内規程の見直しを行っていきたいとのことであっ

た。

（３）教員公募計画に基づく採用結果について

教育文化学部長、医学部長から、【資料６】により、教員公募計画に基づく採用

結果について報告があった。

（４）平成２６年度以降基礎教育科目の全学出動の基本的な考え方について

岩本理事から、【資料７】により、学士課程教育検討専門委員会から提言のあっ

た平成２６年度以降の基礎教育科目の全学出動の基本的な考え方について大学教育

委員会で承認した旨報告があった。

（５）宮崎大学教育質保障・向上委員会の設置について

岩本理事から、【資料８】により、大学教育委員会からの付託に基づき、大学の

教育の質保障・向上に関する事項を審議・立案し、提案する機関として教育質保障

・向上委員会を設置した旨報告があった。

（６）学生の懲戒処分について

学生支援部長から、【資料９】により、学生の懲戒処分について報告があった。



（７）平成２５年度卒業（修了）者の就職結果について

学生支援部長から、【資料10】により、平成２５年度卒業（修了）者の５月１日

現在の就職状況について報告があった。

（８）国立大学協会九州地区支部会議について

学長から、【資料11】により、５月１９日に行われた国立大学協会九州地区支部

会議について報告があった。

（９）各学部等の動向報告について

教育文化学部長、教育学研究科長、医学部長、工学教育研究部長、農学部長、農

学工学総合研究科長、医学部附属病院長、附属図書館長、基礎教育部長、産学・地

域連携センター長、フロンティア科学実験総合センター長、教育・学生支援センタ

ー長、国際連携センター長、情報基盤センター長、産業動物防疫リサーチセンター

長、語学教育センター長、ＩＲ推進センター長、ＩＲ推進機構、みやだいＣＯＣ推

進機構から、各学部等の動向報告があった。

４．その他

（１）次回教育研究評議会の開催について

学長から、次回の教育研究評議会は、６月２６日（木）１３時からを予定してい

る旨報告があった。


